
 
                         

        

                   

 
 

             

越谷市会議員 白川 ひでつぐ 

シリーズ NO ８０ 
 

駅頭は小さなドラマの連続だ！ 

 
初当選以来１７年間毎日毎朝続ける東武鉄道

の市内６駅での朝、夜の駅立ちは、通算３４０

０回を超え５期目になりました。私の日々のツ

ィッターのつぶやきから、転載したものを含め、

駅前での様々な市民との出会いや何気ない駅

前の風景、市民に日常を通した暮らしの息遣い

をエピソード集としてシリーズでお届けして

います。 

 

 

市政報告会を中止して、コロナ関連情報

の発送へ 
  

今 朝 の

駅立ちは、

５ 月 連 休

明 け と 重

っ た こ と

や、コロナ

ウ ィ ル ス

感 染 予 防

の た め の

緊 急 事 態

宣 言 の 発

出と共に、

通 勤 客 が

通 常 の 半

分 以 下 と

な っ た た

め、次週の

月曜日からの開始となった。 

コロナ禍の影響は、３密を避けるため予定し

ていた会合や集会は軒並み中止や延期となっ

ている。 

その内の一つであった、５月１０日（日）午

後３時から、大袋の北部市民会館での「第３回

市政報告会」も中止となった。越谷市議会３１

名の中で超党派７名の議員によって構成する

「議員有志の会」が主催する催しだった。 

すでに、案内チラシの作成を始め、当日の報

告項目の説明担当者等、事前の会議で打合せ、

協議していた。 

しかし、北部市民会館が５月中は使用禁止と

なっており、ギリギリまで状況を見ていたが止

む無く開催を中止した。 

そのため、前回市政報告会で参加頂いた市民

に約束した３月市議会の報告会開催の中止の

お知らせと共に、コロナ関連の市の支援策等の

情報発信が必要と判断して、午前中に有志議員

が市議会に集まり、発送作業をこの日行った。 

郵送した情報は、越谷保健所での PCR検査の

現況や国、埼玉県、そして越谷市独自のコロナ

対応の支援策等を掲載しており、これまでに市

政報告会に参加して頂いた約２５０名の市民

を対象とした。        （５月７日） 

 

ズーム会議の連続で多少疲れ気味 

 
今朝の駅立ちは、大袋駅西口で通常通り午前

６時前から開始したが、やはりコロナ禍の影響

で何時もの半分程度の通勤客となっていた。 

午前８時３０分過ぎに駅立ちは終了し直ぐ

に街宣用具を撤収し、妻の迎えの車で自宅に帰

り朝食を取った後、パソコンでメールやフェー

スブック等を確認した。 

午前１１時から、大里にある私の事務所でズ

ームを使用した「日本再生埼玉読者会」を開催

した。この読者会は、がんばろう、日本！国民

協議会が毎月発行する機関誌「日本再生」の読

者を対象に毎月当月の紙面を題材に運動の視

点や方向性を話し合うもので、コロナ禍の影響

でこの日はズーム会議となった。 

午後１時過ぎまでの会議となり、午後４時か

ら６月議会に提案予定の市長提出議案の説明

を担当部長から受けるために、市役所に向かっ

た。その後、午後６時３０分から再度私の事務

所で中小企業家同友会の東部地区会の地域づ

くり委員会の定例会議に参加した。 

これもズームを使用しての会議で約１時間

３０分ノートパソコンに向き合った。 

更に午後８時から「コロナ後の選挙・政治活

動をネットへ最適化するセミナー」をやはりズ

ームで受講し２時間３０分間視聴、この日は多

少ネット疲れとなった。（５月１８日）（裏へ） 



感染防止策のため６月議会も変更 

 
今朝の駅立ちは、午前５時過ぎからせんげん

台駅東口で開始した。市政レポート（一心太助 

幕政に物申す 最新号）を今日から全駅頭での

配布のスタートとなった。 

また２万枚の地域配布も先週から開始して

いる。（カラー印刷のため制作、印刷、地域配

布で合計２１万９６０円の費用となる） 

今回の市政レポートは新型コロナウィルス

感染問題の特集号を作成した。因みに日常の駅

頭での小さな出来事を取り上げているのは「一

心太助の天秤棒 駅頭は小さなドラマの連続

だ」で、年４回の市議会終了後の報告のために

発行しているのが「一心太助 幕政に物申す 

長屋から幕政変える心意気」と分けている。 

今回は、新型コロナウィルスによって明らか

になった新自由主義の蔓延から３０年間に及

ぶ社会的病理とは何か、そしてコロナ後とは以

前の暮らし方に戻す事ではなく、社会構造の抜

本的な転換の好機にあることを一面に記載。 

そして二面にコロナ支援策に関する国、埼玉

県、越谷市の独自策等を一覧にして示した。 

午前５時１５分、都内のビル清掃のため駅を

利用されている馴染みの高齢女性から、１００

０円のカンパを頂いた。何時も持ち歩いている

のだが渡すことが出来なかったので、今日渡せ

て良かった、本当に些少ですけど、と話された。 

午前７時過ぎ、何時も散歩の途中で出会う高

齢女性から声が掛かった。政府からの特別給付

金１０万円に関して、あれこれ文句ばかりが聞

こえて来るが、ありがたいことである。しかし

誰にお礼を言っていいのか分からないので、代

表するあなたにお礼を言います、と頭を下げら

れた。いえいえ、それは税金ですから、皆さん

のものですよ、と返答した。 

ただ現状は、経済が蒸発しているので、税金

で社会を最低限継続させるために必要な支援

ではあるが、将来への負担となって返済をしな

ければならない膨大な負債である事も切実な

事実だろう。 

午前８時３０分過ぎの終了後、直ちに市議会

に向かった。今日は６月議会の初日であり午前

１０時から本会議が開催された。 

コロナ禍の影響で、議会運営が大きく変更さ

れた。まず全議員が健康管理表を毎日議会事務

局に提出しなければならず、当然だが高熱や体

調不良の場合は欠席となる。また、議場は３密

を避けるため窓やドアを常時開けていること

を始め、議席間に透明の間仕切り版が設置され、

発言中を含めマスクの着用や着座の議員数を

半減し、残りの議員は議員控室のテレビモニタ

ーで議場を視聴する状態となった。 

そして最も重要な変更は、市長提出議案の審

査や採決を議会日程の前半に集中させ、後半に

一般質問を行う事になった。 

議会の最大の責任である議決行為を最優先

として取り組むことは、以前から議会改革の一

環として主張していたこと事なので、コロナ後

も変更して実行される事を期待しながら四角

に仕切られた議席で市長提出議案の提案と説

明を聞いていた。       （６月１日） 

 

コロナ禍でも通常業務は 

続けられている 
 

今朝の駅立ちは、せんげん台駅西口で、午前

５時過ぎから何時もの様に開始した。駅前清掃

を終えて市政レポートを配布。 

午前６時前、大型トラックを駅前に駐車して

荷台から搬入品をおろし駅ビル２階のパン販

売店に運びこむ作業をする、女性の運転手の方

と何時もの様に挨拶をした。 

彼女の勤務は午後１０時から始まり、各店舗

にパン等を届け終わるのが午前８時。コロナの

影響で一時数量が減少したが最近は通常より

増えているとの事。勤務状態はコロナ禍の最中

でも変化はなく、正にこれもエッセンシャル労

働であり、こんな深夜、早朝労働によって社会

が維持されていることを実感した。 

午前７時過ぎ、旧知の女性とリモートワーク

の話題となった。自宅でのリモートワークを続

けているが、今日は出勤日なので、電車で通勤

との事。ただ時短のため午前１０時から午後４

時までの勤務だと、話され笑顔でエスカレータ

ーを昇って行かれた。 

午前８時過ぎ、中年男性が私を見つめながら

何か言いたそうな顔つきで近づいて来られた。 

あなた市会議員でしょう。例の１０万円の知

らせがまだ来ないんだが、どうなっているの、

と尋ねられた。そうですか、５月一杯までに越

谷市内の全世帯の１４万世帯に郵送の作業は

終了しているはずですが、と返答。いいやまだ

来ていない、せんげん台地区に住んでいるので、

市に言っておいてくれ、との陳情だった。 

本来この特別給付金は国の制度であり、自治

体は全くの下請けとなってしまっている事が

大きな問題だ。        （６月２日） 


